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Abstract: Our Internship has been introduced into the curricula of Shizuoka Institute of Science and 
Technology (SIST) since 1999. This report presents the discusion about the preparation, the organization 
and the results ofthe internship program conducted in 2015. In2015, 104 companies inShizuoka 
prefecture were involved in this program by providing their own internship programs for 245 students and 
123 students participated in the programs. In addition, another 5 students participated in spring. The results 
ofthis program's past 16 years are summarized and its future prospects are presented. 
1.はじめに
本学のインターンシップは， 平成 11 年度に試行を行い，
平成 12 年度から授業の一貫と して単位を付与して実施し
ている . 本制度も開始から 16 年を経過し，企業との相互
理解も深まってきている.また参加学生数もこの 2 年間は













よび実習内容の評価などを検討した. さらに平成 11 年度
から平成 27年度までの 16年間のインターンシップ実施結
果を総括的にまとめ，来年度以降のイ ンターンシップに関
する展望についても述べる . また，今年度 4 回目の取り組
みとして平成 28 年春期に行われる春期インターンシップ
についても，その取り組みの概要を紹介する .
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し， 4 月に昨年度と同数の 550 社に対してイ ンターンシツ
プ事業の協力依頼を実施した.その結果， 平成 27 年度に
おいては， 1 04 事業所・ 228 名分(昨年度は 96 t土 226 名分)
の実習テーマ受入申し込みがあった.
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表 1 実習先受入企業一覧表(受入回答企業 104 社、募集人数 228 名、実習実施企業 67 社、実習学生 123 名)
No. 会社名 実習地 ァーマ 期間 日数 受入 実習人数 人数
株式会社アーティス 浜松市 ウェブサイト制作に関る業務を理解する 9/7-9/18 10 中区
2 株式会出ST 静岡市 社会に出て働くとはワ実践を過して体感するイ 9/8-9/14 7 10 5 葵区 ンターンシップ
3 株式会社アイゼン 浜松市 求められる精度と納品質を各工程ごとに実現 8/31-9/11 10 南区 する
4 
アイァィ ・インターナショナ/レ株式 静岡市 コンテンツとITの実習 8/31-9/4 5 2 2 会社 葵区
5 
株式会社森町体験の里 アクティ 周智郡 接客を通してーサービス業を学んで頂きます. 8/5-8/18 14 2 森 森町
6 ASTI株式会社 浜松市 車載電装品、文は制御機器の設計評価/製造 8/24-9/4 10 南区 工程分析の補助
7 
天方産業株式会社(サ-;\.とわトワー 浜松市 サーノ〈とネットワークについて 8/31-9/1 10 ク) 中区
8 
天方産業株式会社(電子 ・制御シス 浜松市 電気 ・電子・機械・情報通信のシステム機器と部
8/31-9/11 10 テム) 中区 品取扱い
9 株式会社出雲殿 浜松市 実施店舗によってテーマは異なる(要相談) 8/5-8/11 7 2 2 中区
株式会社ウィンウィンピーターパ 静岡市 パン作りを通して、お客機に喜んでいただける 9/2-9/4、 9/7、




8/5-8/10 6 2 2 ン(するが工房) 駿河区 仕事をする . (するが工房・静岡市駿河区)
12 
株式会社クインウィンピーターパ 焼津市 パン作りを通して、 お客様に喜んでいただける 8/ 13-8/15 、 9 2 ン(小変市場) 仕事をする(小変工場・焼津市) 8/26-8/31 
13 
株式会社ェーピーアイコーポレー 袋井市 微生物を用いての発酵実験及び発酵液からの 8/5-8/7、 8 2 2 ション袋井工場 有用物精製実験 8/17-8/21 
14 
株式会社エキスパートパワーシズ 静岡市 技術職 8/17-8/21 5 3 3 オカ 清水区
15 エズカ工業株式会社 懲図市 機械等の部品製作の補助、検査、組立、及び 9/1-9/12 10 事務業務
16 NNP電子株式会社 磐田市 電子制御機器の試作補助、実験、データ取り、 8/31-9/1 10 検証
17 株式会社オーミ 磐岡市 ものづくりの基本となる金型作りを体験する 9/14-9/24 9 2 2 
18 株式会社小楠金属工業所 浜松市 fr'l密機能部品の切自1)加工と生産技術 8/31-9/1 10 西区
19 株式会社かきこや 浜松市 明るく元気な接客 9/1-9/11 10 2 2 中区
20 掛川市役所 掛川市 地方行政事務 9/14-9/19 5 
21 
小泉アフリカ ・フイオン・サファリ株 裾野市 ふれあい動物の提供 8/12-8/25 14 式会社(富士サファリパーク)
22 株式会社コーリツ 童書田市 マニュアルトランスミッション部品の組立作業 8/17-8/28 10 2 2 
23 株式会社サイダ・UMS 焼津市 物造りの現場を実際に見て、面白さを体験する 8/31-9/11 10 2 2 
24 株式会社サンテック 藤枝市 自動化装置の製作過程及ひ・基本構成の修得 8/31-9/1 10 2 
25 三明機工株式会社 静岡市 世界トップ水携のロボットシステムメーカーのモ 8/31-9/4 5 4 4 清水区 ノづくりの魅力
26 株式会社静岡制御 静岡市 制御盤製作の基本知識習得 9/7-9/18 10 2 2 葵区
27 静岡ビノレサービス株式会社 袋井市 建物、維持管理 8/31-9/1 12 
28 株式会社システック 浜松市 インターンシップを通して、「何のために働く 9/7-9/17 9 2 2 北区 かJ r働く怠ー 味 ・意義jを考える
29 株式会社静鉄ストア 掛川市 食に触れる(接客、販売、 製造、消姉、荷出しな 8/17-8/23 7 ど)
30 株式会社機紫鉄工所 掛川市 マブフー製造工程の実習とエクセ/レを使った 8/17-8/28 10 2 2 管理資料作成
31 杉山メディアサポート株式会社 浜松市 画像処理・デザイン・SE ・プログフマ ' web デザ 9/3、 9/4 、 5 3 3 北区 イン 9/7-9/9 
32 
鈴与、ンステムァクノロジー株式会 静岡市 チームで協力してひとつの仕事を完成する 9/7-9/11 5 社 清水区
33 社会福祉法人塑隷福祉事業団 袋井市 日本最大級の社会福祉法人で医療・保健・福 9/3 、 9/4、 5 祉・介護サービスについて知ってください 9/8-9/10 
34 
タイコエレクトロエクスジャパン合 掛川市 世界絞高水準にある製造技術とそれを下支え 9/7-9/11 5 2 2 同会社 する改善活動を体験する
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35 高松電機株式会社 浜松市 自動制御装置の組立等 9/7-9/18 10 2 2 東区
36 株式会社岡子重 焼津市 ふだんの生活を支えるスーパーマーケットで働 8/17-8/28 10 3 いてみませんか
37 株式会社田島鉄工所 富士市 製造工程における基礎体験 8/5-8/11 5 4 4 
38 
農事組合法人茶夢茶喜ÿ.ランド 牧之原 食を支えるのは般家だけではない(茶) 8/31-9/4 5 6 2 菅山岡(茶) 市
39 袋井市 月見の星学遊館 袋井市 文化施設での事業の企画運営を体験できます 8/8-8/23 10 2 2 
40 
東海サーモエンジニアリング株式 浜松市 空調設備の設計実習、 冷媒配管加工実習 9/7-9/9、 5 会社 東区 9/11 、 9/15
41 東名電機株式会社 富士市 百己霞盤・ I~IJ御盤の組立 8/31-9/11 10 2 2 
42 株式会社特電 沼津市 社会人とは?特電とは?電気の基礎からシー 8/17-8/28 10 5 ケンス制御まで
43 盛川信用金庫 愛知県 研修センターでの講義及び営業店職場実習 8/10-8/14 5 3 豊川市
44 坐橋鉄道株式会社 愛知県 大卒総合職における職場実習 8/17-8/28 10 堂橋市
45 ーチアス株式会社袋井工場 袋井市 生産伎術開発及び製造業務の補助 9/7-9/11 5 
46 法多山 尊永寺 袋井市 参拝者の回線を大切にした境内管理 9/4-9/8 5 3 3 
47 浜松鉄工株式会社 磐田市 加工部品の工程設計~機械加工~出荷まで 9/1-9/14 10 2 2 の作業を行う
8/6-8/12 




49 富士川まちづくり株式会社 富士市 遊びゃ体験を通して子供達に科学の不思議を 8/29 、 8/3 1 8 2 2 伝える 8/5-8/7、
8/26-8/29、
8/31 
50 富士市役所 富士市 一般事務職、技術職他(要望により網整) 8/17-8/21 5 2 2 
51 
富士ゼロックス自1.岡株式会社浜 浜松市 セ.ロックス複合機を活用した、オンテ.マント.印刷業
8/31-9/1 10 松支店 ODPC 中区 務の流れを学ぶ
52 株式会社プレテック 焼津市 物づくりの実体験 8/17-8/28 10 2 2 
53 株式会社ブローチ研削工業所 浜松市 ワイヤー放憶力日工などの精密加工及び測定 9/10-9/18 7 2 2 東区
54 ベノレファーム株式会社 菊川市 ノ、ウス1決闘(トマト栽培) 8/5-8/11 5 3 2 
55 ポーラ化成工業株式会社 袋井市 製品品質検査(受入~出荷) 8/17-8/21 5 
56 
株式会社マイスターエンジニアリ 東京都 外観検査装置デモ機の作成 8/31-9/4 5 l ング東京本社 大田区
57 松本印刷株式会社 吉岡町 営業、制作、印刷、仕上加工 8/17-8/21 5 
58 焼津市立焼津図番館 焼在住市 図書館業務一般 9/9-9/13 5 
59 矢崎化工株式会社 静岡市 現場改善機器の設計・製作体験等 8/17-8/21 5 l 駿河区
60 やまと興業株式会社 浜松市 商品開発 9/7-9/18 10 3 3 浜北区
61 
ヤマハモ ターエレクトロークス株 周智郡 (未定)<昨年度実施内容〉技術試作と評価に関
9/7-9/11 5 2 2 式会社 森町 する実習
62 ユーインフォーメーション株式会社 掛川市 ソフトウェア開発又は品質検査 9/7-9/18 1 日
63 ユニクラフトナグラ株式会社 t~1西市 生産改善・マシンオペレータ 9/7-9/18 10 2 2 
64 ユニ ・チャームプロダクツ株式会社 掛川 |市 製造全般 8/17-8/21 5 3 3 
65 リンナイテクーカ株式会社 掛川|市 作業工程管理 8/24-8/28 5 2 
66 株式会社レオパレス 2 1 静岡市 ビ、ジネスマナー/接客マナーの習得や、マーケ 8/17-8/21 5 3 3 葵区 ティング活動を通しての企画立案 9/7-9/1 
67 株式会社ロジック 浜松市 システムエンジニア ・プログラマー 9/7-9/18 10 3 2 中区
68 六興電気株式会社 静岡市 施工管理業務、事務補助業務の体験 9/3-9/9 5 2 2 葵区
8/24-8/28 
ホームページの更新作業 or イベントの運営補 9/9-9/ 10、





8/17-8/22 6 場 市
一一一一一一一一 一一一
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表 2 実習学生の学年・学科別人数 表 3 実習企業地域別内訳
学科 2年 3年 院 計1 年 県・市名 ネ土数 県・市名 社数 県・市名 社数 県・市名 社数
機械 1 39 40 浜松市 15 富士市 4 湖西市 2 裾野市 1 
電気電子 28 28 静岡市 9 掛川市 3 沼津市 2 藤枝市 1 
物質生命 l 20 21 磐田市 5 焼津市 3 森町 2 富士宮市 l 
コンピュータ 21 21 東/'R都 5 神奈川県 2 愛知県 2 牧之原市 l 
人間情報 2 11 13 I 袋井市 5 菊川市 2 香川県 1 吉田町 1 
大学院
計 4 119 
表 4 インターンシップ事前・事後研修会、報告会 出席者状況




















の上で，インターンシップ参加希望者には 4 月 14 日 の第
1 回の事前研修をはじめとして， 全 3 回の事前研修を実施








力学生の希望が優先されるよう配聴し， 67 社(昨年度は 61
社)に 123名(同 98名)の実習生を派遣する こ とができた.
実習生を派遣した企業ごと の実習期間，派遣実習生の人数




前述したように， 4 月 14 日から 3 固にわたり事前研修
会を開催 し， インターンシップを受けるにあたり，基礎的
必要事項や心構えなどを説明した第 1 回事前研修は， 245
名(昨年度は 238 名)の参加があり， 300 講義室での開催










第 3回 報告会 計(のべ)
39 38 187 
25 28 146 
22 18 124 
20 21 97 














年同様事前研修は 3 回とした 3 回にわたる事前研修によ
って明確な目的意識を持った学生を実習先に送ることが
できたと考えられ，回数に関しては 3 囲で必要十分である
と思われる . 事前研修への参加者数を表 4 に示した. 各事
前研修はビデオに収録し，事前研修当日 に実験 ・ 実習やそ
の他の理由により参加できなかった学生も，後日 DVD を見
て内容に関するレポー トを提出する ことによ り，事前研修
の補訴を受けることができるよう配慮 した . また， この
DVD は春期インターンシップの事前研修にも利用した第
l 回事前研修参加者 245 名(昨年度は 238 名)の内， 123 名
(昨年度は 98 名)が企業実習を行 う こととなった. 第 l
回事前研修参加者中の実習参加率は 53. 叫(昨年度は
41. 2先)となり， 参加率は昨年度と比べて増加し， 参加人数

















の設計・試作・販売 . 試作機の性能確認. 自動化・省力化装
置及び各種検査装置等の設計・製作.物流改善機器・福祉

































































図 l 受入企業等の数および参加学生数(10 年間の変化)
































学生数，参加学生数， 単位取得学生数の変化を図 l に示し
た.今年度は受入れ企業 ・ 実施事業所数 ・ 募集実習生数は
昨年とほぼ同等だったが，参加学生数が，キャ リ ア形成教
育の成果が現れ，昨年よりも大幅に増加した. 10 年間の
参加学生の累計は 817 名となった. 参加学生の学科別内訳








よく行われていた主要な業務内容を図 3 に示す r製作，
組立，加工J が 36. 6%， r営業，接客，販売」は 18. 7犯で
あった. 昨年度とほぼ同様の値であった目 「実験，測定，試





「実習の成果」 についてまとめたものが図 4 である. 1 











「実習に関する感想、J についてまとめたものが図 5 であ
る. 1 位の 「貴重な体験ができたJ は 26. 3札 2 位の「経
験を生かして自分の進路をきめたし 、」は 17.0協で昨年度 4
位であった. 今回も経験を生かし今後につなげる目的は達
成されたと考えられる .3 位の「実習担当者の助言がため
になったj は， 昨年度 6位であった.インターンシップ先
の配慮が垣間見える.さまざまな仕事から充実感を味わえ
たものと恩われる r問題点の解決が面白かったJ は 3 . 械
であり，昨年度の 3. 5%と比べほぼ同率である .
インターンシップは， 現実の厳しさを知り ， 自分の進路
を決めるためのトリガを与える貴重な機会を提供してお





のを図 6 に示す.昨年度 4位の 「 うまく話や説明ができ
なかったJ ことが 20%で l 位に， rもっと質問するべきだ
った」 が 18%で 2 位になった 昨年度 3位であった「基
礎的，応用的な知識が足りなかった」 は、 今年度 4位に
なったが，昨年度とほぼ同率で 1 7. 7秘から 16%になった.
本学学生の実力不足が感じられる.第 3位の「集中力が



































慎重かつ正確な作業の重要性 ー 12.5% 
学生と社会人、 大学と 企業の相違 ， 9.8% 
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26.3% 
0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 
図 5 実習に関する感想













仕事に慣れず、周りに迷惑をかけてしまった '---------，---' 6 % 
元気よく挨拶できなかった こ二二=コ 4%
0% 5% 10% 15% 20% 25% 
図 6 実習に関する反省
表 6 イ ンターンシップ実習生に対する個人別評価 (5 段階評価， 回答数 123)
評点 平均点
評価項目 大変良い やや良い 普通 やや劣る 劣る
5 4 3 2 
勤務状況(欠勤， 遅刻 ， 相対などの 90 23 7 2 
4.6 状況) はいかがでしたか? 73.2% 18.7% 5.7% 1.6% 0.8% 
勤務態度(言葉遣い， 挨拶，返事な 59 34 22 6 2 
どは) はいかがでしたか? 48.0% 27.6% 17.9% 4.9覧 1.6% 4.2 
実習内容はよく理解できていました 40 48 32 3 。
か? 32.5% 39.0九 26.0% 2.4% 0.0% 4.0 
仕事に対しよく実行・行動 ・努力し 42 48 29 3 
ていましたか? 34.1% 39 .0九 2.4% 0.8% 4.0 23.6% 
仕事は正確で良い結果を出してい 31 53 35 3 
3.9 ましたか? 25.2% 43.1% 28.5% 2.4% 0.8% 
創意工夫の姿勢は見られました 23 45 44 10 
カ\ ? 18.7% 36.6% 35.8% 8.1% 0.8% 3.6 
仕事に対する積極性はいかがでし 34 42 34 12 
Tこか ? 27.6% 34. 1 先 27.6% 9.8% 0.8% 3.8 
責任感を持てていましたか? 39 44 37 3 
。
4.0 
31.7% 35.8% 30.1% 2.4% 0.0% 
協調性はいかがで、したか? 34 54 29 4 2 
27.6% 43 .9九 23.6% 3.3% 1.6% 3.9 
全体評価 44 52 23 4 
。
4.1 










の実習状況に関する評価を求めた. 評価は 10 の評価項目
について 5 段階で評価するものとした. その結果(回答数
123) を表 6 に示した. 全体評価の平均点は，昨年よりも
O. 1 下がり 4. 1 であった. 個々の評価項目の平均点を比較
すると， r勤務状況J と「勤務態度」 は昨年と同じ値であ
ったが， r倉IJ意工夫」と「積極性J は一O. 1, r内容理解J ，
「実行 ・ 行動 ・ 努力J および「責任感J は-0. 2 ， r正確さ J
と「協調性」 は一O. 3 となり 、 全体的に昨年を下回る評価
であった. さらに，各評価項目においては， rやや劣る 」
の評価を受けた学生の比率が， r勤務態度J および「協調
性」を除いた全ての項目で増加していた (昨年度 : r勤務
状況J : 1.0%, r勤務態度J : 5. 1札 「実習理解J : 1.0弘「実
行 ・ 行動 ・ 努力J : 1.0札「正確さ J : 0丸 「倉IJ意工夫J : 2.1弘
「積極性J : 3. 0弘「責任感J : 2. 0覧， r協調性J : 4. 1札「全





目が昨年を下回っていた(昨年度: r勤務状況J : 78. 6札
「実習態度J : 48.0%, r実習理解J : 41. 8弘 「実行 ・ 行動 ・
努力J : 48. 0弘「正確さ J : 39 . 8略， r翁IJ意工夫J : 19. 4%, r積
極性J : 35.7免， 「13任感J : 43.9弘「協調性J : 49.0丸「全







ないJ ， r積極性に欠ける J ， r コミュニケーションをとって
ほししリ等の問題点を指摘する意見も多く r仕事内容を
理解せずに参加したのではなし 、かJ ， r同じことを何度も聞
いてくる.メモをとらないJ ， r年配者や初対面者に対する
言葉遣いに注意すべき J ， r他人への配慮 ・ 気遣いが足りな
し 、」 といった指摘も見受けられた.表 6 の結果を改善する
ためにも，今後，実習前の事前教育で，社会人と してのマ
ナーを徹底させる指導が必要であると考えられた.
8. 2 受入企業によるイ ンターンシップの評価
受入企業担当者によるインターンシップに閲する評価
結果を図 7 に示した. 昨年同様， いずれの項目も， 90覧以
上の回答が「適切j あるいは「ほぽ適切」 という結果とな
った . 今年度は， 3 つの項目で「不適切J が 0. 0犯となりこ
の点については昨年度と比べると改善されたが， 昨年度と
今年度の結果と比較すると 「実習内容J については 「不適
切j の割合が 3. 刊から 7. 7犯に噂加しているため， 実施内
容について見直しが必要である . また r実習態度J につ











結果を図 8 に示した 「実習内容J ， r実習環境J ， r指導内
容」の満足度は昨年と同様高くなっており，また「適切J ，
「ほぼ適切J ， rやや不適切J ， r不適切J の回答数の比率も，
昨年度とほぼ同じであったが r実習内容J について 「不
適切J という割合が O. 邸あったため， r実習内容J に関わ

















ート結果を，図 9 から図 11 にまとめる .
図 9 は，学生の実習への取り組みに対する教員の評価結
果を示す.教員は 93.4%の学生の取り組み(非常に真面白
である 72.1%+真面目である 21. 3%) を真面目であると評
価していた. この割合は，昨年度の割合(非;常に真面目であ
る 74. 0%+真面目である 22. 0%=96. 0%) とほぼ同じであ
った
図 1 0 は， 実習生の意欲に対する教員の評価結果を示す.
教員は 93 . 4%の学生が意欲的に取り組んでいる(非常に
意欲的 67 . 2%+やや意欲的 26. 2%) と評価していた. この
割合も ， 昨年度の割合(非常に意欲的 82. 0%+やや意欲的
14.0%=96. 0%) とほぼ同じである.
図 9 と図 10 の結果を総合すると，インターンシップに参
加 した今年度の学生の実習態度は、昨年度の学生と同程度
に，真面白 ， かっ，意欲的であると教員は評価したといえる .
図 11 は，インターンシップ先企業の実習内容に関して，
訪問教員が 4 つの問に対して回答 した結果を示す. その 4
つの聞とは， (a)教育的であったか， (b) 実習プログラムは
充実していたか， (c) 指導状況は良好か， (d)指導困難な様
子はなかったか，である . 図 11 に見られるように，全ての
項目において， rそう思う J , rややそう思う」の評価合計
が概ね 80%を超えていた. この結果から，実習内容や，企
業の指導者と学生の関係は， 第三者である教員から見ても，
概ねポジティブなものだったといえる . なお， r (d)指導困
難な様子はなかったか」という項目に対して rそう思わ





問事項の (d) は答え方が分からなし、j という指摘もあった.
これらの点を考臆すると， (d) に関する結果は r指導困難
な様子はなかったか」と い う否定表現に対して， 一部の教
員による混乱を反映していた可能性がある . (d) の質問項



























































積極的に学ぶ姿勢が見られま した . 大変良くやってく れま した .

























































とても礼儀正しく真撃に仕事をしていただき，環境政策課としても非常に助かり ま した.も う少 し居て欲しいぐら
いでした. ありがとうございました.
協調性を持って仲間とも溶け込み，積極的に仕事を習得する姿勢が感じられま した.



















仕事に携わったのが不思議なほどの積極性があった. 業務内容も覚えが早く，2 日目からは，2 手， 3 手先を考えて補



































・イ ンターンシップを受けるのが初めての職場もあ り ，教え方が下手なところもあったようで，申 し訳なかったと思
います そのよ うな時に こ そ，質問や突っ込みが欲 しいですね.大人しいところがありますね.
静岡理工科大学紀要 125
与えられた取り組みは真面白にこなして く れました. 積極性に欠けていると感じました. また挨拶(干土内)がなかっ
たことが残念で、 した .
コミュニケーション(挨拶 ・ 報連相など)が率先してできない部分があった. 慣れない環境であるため仕方がないが，
挨拶はしっかりして欲しい.
・ 解らない所の質問等が少ないよ うに感 じま した
緊張 しているせし 、か芦が小さい. こちらからの閉し 、かけにも反応が鈍い. 多分，当社の仕事内容を理解せずに参加
したのではないかと思う . それでは，何も得られないのでは ?
・ 年配者や初対面者と接する際の言葉使いに注意したほうが良いと思います. 良く 取れば，何でもフランクに発言す
る積極的な若者となりますが，悪く 取ると，思慮の浅い無礼者と受け取られます.
・ 指導している中で，早とちりする処が有りま した .
全体的に真面白に取り組むことができております. ただ控えめな性格，自信がない為か前に出てくる場面が少ない
よう感じました. ただ思慮深さはあり ，発言にも周囲が驚ろかせられる部分もありました. 弱みを克服しようとす
る姿勢もすばらしいと思います これから多くのものを主体的に経験し 自信と達・成感を味わってください. 期待
しております.
もう少し積極的に行動と社員とのコミュニケーションをしていただけたら良かったと思います.
接客はよく，ハキハキ大きな声を出している . 閉じことを何度も聞いてくる.メ モをとらない
言葉遣い&勤務姿勢は良かったが，挨拶，他人(お客様など)への配慮 ・ 気遣いが足らない点があった.
・ 指導担当者が離席することが多い中，他の社員に相談するなどして，期間内に問題解決することができていま した .
少ない時間の中で指導担当者への相談 ・ 報告も漏れの無いよう工夫して頂ければよ り良かったかと思います.
・ 実習内容(wordpress インス トーノレからお知らせ表示プログラム，お問い合わせフォーム制作)まで一通り期間内で




1 点，実習結果に対して，自信が持てない面があり説明を求めた際の声が小さ くなってしまう傾向があり ま した .
一生懸命，積極的に動いて くれました.次に何をやるかを聞き前向きに取り組んでくれま した . 頭髪，ネクタイの締
め方等，見た目の意識がもう少し必要です.
もう少し元気があると良いです. 仕事ぶりについては、正確で丁寧な印象です.




今年度の事前研修は， 一昨年度，昨年度と同様に 3 固と
した.全学的にもキャ リ ア形成教育も進んでいることから ，
回数については 3 回の事前研修で必要十分であると考え
られた. 参加者数については，昨年度から特に第 l 団事前
研修への参加者が 200 名を超えるようになり ， 本年度は
245 名の参加となった. 特に第 l 回事前研修については，
今後とも本年度と同様に 300 講義室以上に大きなキャパ
シティのある講義室の確保が必要である. なお各学科， 学














別し，昨年度と同じ計 550 社に依頼を行った. この結果，
104 (昨年度は 96) 事業所， 228 (同 226) 名分の実習テー
マ受入申 し込みがあった.このよ うに， 受入企業社数，人
数については， 昨年度を上回る数の実数を用意し，本年度
のインターンシップ参加者数は過去最高を記録するに至










ているが， 20 15 年度はこれに加えて 「創意工夫」 と「積
極性」 の不足についての指摘が大幅に増加した. もちろん
学生個人による差が大きく ， 学生の大半は真面目に参加 し




全般や， PBL ， アクティブラーニングの手法などを取 り
入れた初年度からの地道で継続的な指導がますます重要
であると考えられる . 大学全体として， さらなる改善に取
り組む事が必要である .
9 . 4 春期インターンシップについて




向を表明されていた企業 57 社 (2015 年は 51 社)に受入
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れ依頼状を送付し， そのうち 28 社(同 27 社)からの受入
れ申し込みがあった. 学生募集については 2 年生， 3 年生
を中心に募集を行い，第 l 回事前説明会には 35 名(昨年
は 12 名)の参加があったものの，最終的に実習を行った






. 201 7 年春卒業学生の就活 日程が 2016 年度より前倒 し


























るので，その点では 10 月の開催には利点があった目 しか








ついては 11 月 16 日に行った.次年度以降の報告会につい
ても ， 10 月末から 11 月上旬の聞に開催することが望まし
いと考えられる
なお本年度のインターンシップ実施に際しては 5 名の














































































































普通 ややそう思わない そ う思わない
図 11 訪問教員の受入事業所への評価と要望
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